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 2020年度 第１回 豊岡市子ども・子育て会議 議事要旨 

 

日時 2021年３月15日（月） 13時30分～16時00分 

場所 豊岡市民会館 ４階 大会議室 

出席者（委員） 横川会長、大木本副会長、金子委員、足立委員、永田委員、中島委員、與田委員、

間委員 

（事務局） 堂垣次長、木下課長、吉本参事、冨岡参事、吉谷参事、小野参事（久保川委員の代

理）、谷垣主幹、仲義主幹、山内主事 

欠席者（委員） 大田委員、奥地委員、今井委員、中嶋委員、西垣委員、久保川委員 

会議次第 １ 開 会 

２ 次長あいさつ 

３ 委員の任命（辞令交付）                             資料１ 

４ 委員自己紹介 

５ 正副会長選出 

６ 議 事 

（１）報告事項 

 ア チャイルドハウス保育園の認定こども園移行について        資料２ 

イ 豊岡市における幼児教育・保育及び放課後児童のあり方計画の策定について              

資料３-１～４ 

ウ 2021 年度放課後児童クラブの量の見込と確保状況について               資料４ 

エ 2021 年度豊岡市一般会計予算主要事業の概要について         資料５-１～３ 

（２）協議事項 

 ア 小規模保育事業所の認可について                  資料６-１、２ 

 イ 2021 年度特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業について資料７-１，２ 

(ｱ) 利用定員について                      

(ｲ) 量の見込みと確保状況について                

７ その他 

 （１）次回の会議日程について 

 （２）その他 

８ 閉会 

  

配布資料 資料１    豊岡市子ども・子育て会議委員名簿 

資料２    チャイルドハウス保育園の認定こども園移行について 

資料３    豊岡市における幼児教育・保育及び放課後児童のあり方計画の策定

について 

資料４    2021年度放課後児童クラブの量の見込みと確保状況について 

資料５    2021年度豊岡市一般会計予算主要事業の概要について 

資料６-１.２ 小規模保育事業所の認可について 

資料７-１   2021年度特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用定員に
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ついて 

資料７-２   2021年度特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の量の見込み

と確保状況について 

参考資料１  子ども・子育て会議の役割について 

参考資料２  豊岡市子ども・子育て会議条例 

参考資料３  豊岡市子ども・子育て会議傍聴要綱 
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議事要旨 

１ 開会 開会の宣言（事務局） 

２ あいさつ 次長あいさつ 

３ 委員の任命 辞令交付（机上配布） 

４ 委員自己紹介 自席にて自己紹介 

５ 正副会長選出 横川会長・大木本副会長あいさつ 

 子ども・子育て会議の役割等について説明 

６ 議事  

 （１）報告事項 

事務局 

 

事務局 

 

会長 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

ア チャイルドハウス保育園の認定こども園移行について      資料２ 

特に質問等なし 

イ 豊岡市における幼児教育・保育及び放課後児童のあり方計画の策定につい

て                 資料３-１・２・３・４・概要版 

これから順次、地域に説明を行っていくのか。 

今後の説明会は、園を再編・統合する地区ごとでの実施を考えている。地区

区長会長の方とより多くの方に参加してもらえるよう、開催方法等について相

談しているところである。しかし、新型コロナウイルス感染症対策を考慮した

形になると思うので、事前申込制になると考えている。できるだけ多くの方に

参加してもらえるよう進めていきたい。 

在宅の保護者として、在宅に対する支援の充実ということで、引き継ぎ公開

保育・一時保育の充実等を進めるとあるが、今年度までチャイルドハウス保育

園で実施されていた、『ワンダーメイト』という在宅の３歳児の子どもたちが

週に１回通園して専門の先生による保育園のような団体活動を体験させてい

ただいた事業が来年度からなくなる。こども園に完全移行するまでは２年保育

の幼稚園に通わせたいと考えている保護者も多いと思うが、３歳児の子どもた

ちに対するプレ幼稚園など、在宅の３歳児を少し対象とした事業を検討してい

ただきたい。ニーズが少ないと思うが、望まれている保護者も必ずいる。その

部分を考慮していただきたい。公開保育や一時保育に行くことも良いが、いつ

も決まったメンバーで決まった先生が担当してもらえることに魅力を感じて

私自身の子どもも『ワンダーメイト』に通わせていた。子どもたちだけで遠足

に行くなど、とても有意義な時間を過ごすことが出来た。 

本計画では、在宅児に対する支援の充実ということも盛り込んでいる。各園

では施設内で預かっている子どもが多くなってきており、そのあたりの関係も

あって事業を見直さざるを得ないこともあると思う。各園と相談しながらでき

る対応は継続していきたい。 

私自身の子どもも在宅で育てて、『ワンダーメイト』にはお世話になった。

幼稚園に行く前の慣らしのような形になっており、お陰で安心して幼稚園に行

かせられた経験をした。就学前施設の利用の有無に関わらずと記載されている

が、在宅児に対する施策は年々少なくなっているように感じる。在宅で育てて
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いる保護者として肩身が狭い思いをしている。集団に入れることへのメリット

もあると思うが、家で自分が育てていく魅力もあると思うし、その中で悩みも

ある。公立の幼稚園が２年間という制限があるが、３年にするなどの対策を考

えていただきたい。通園対策の関係で幼稚園の保護者送迎をしているが、私の

住む地区はバス通のため、年長に上がれば小学生と一緒にバス通をする。この

先、こども園に移行する中で通園対策は重要になると思う。坂の上にある幼稚

園に個人送迎の方が車で上がることは危険が多くあると思う。車のすれ違いも

危ないし、そこを子どもたちが歩く時間帯が重なることもある。その場合の対

策も考えて欲しい。 

在宅児支援が減少しているような保護者の感覚があるということは施策に

関する周知が不十分ということだと思うので、より一層周知に努めていきた

い。また、幼稚園の３年制は出来ないのかという話もあったが、11 園ある施

設の増改築や保育教諭の確保などを考慮すると現実的には困難である。体験入

園の対応の可否は持ち帰り検討する。 

保護者の中には、子どもが保育園に入れないのは、自分が働いていないから

と、家で子どもを見てもらうことに罪悪感を感じているような言い方をされる

ことがあるが、それは違うと思う。子どもは、親に愛情をたっぷり注がれれば、

幸せに感じると思う。働くことを選択される保護者ももちろんおられますの

で、市としてはその方に対する支援も最重要に考えている。 

2019 年 10 月から３歳児以上が無償化になった。少子化の中で３歳児からは

全員、園に入って団体生活をした方が良いということだと思うので、市でも保

護者の希望に沿いながら３歳児以上の方は希望があれば全員受け入れるよう

にしていきたいと考えている。そのためには、施設の整備や保育士の確保など

の課題を解決するために施設を集約するなどしないと厳しい状況であること

から、本計画を策定することとした。 

通園対策については、五荘奈佐幼稚園になるかと思うが、課題は認識してい

る。後期の事業であるが、それまでにどのような対策が出来るか検討していく

予定である。 

 保育園の申込みが、４月の入園に対して、11 月ごろからスタートすると思

うが、妊娠中に申し込まないといけないことになる場合もある。初めての妊娠

だと情報を知らなくて生まれた時には申込みが終わっている状況がある。その

ため、１年遅れて入園することになるケースをよく聞く。母子手帳の配布の際

にそのような情報が分かるようにしていただきたい。 

育児休業時の継続入園について、自分自身も育休のため、一度退所している。

一時保育で保育園に行くことがあるが、まだ誰も入所されていないように思

う。空きがあるのであれば、その年度まで預かっていただけるような配慮は出

来ないのか。子どもが友達と離れてしまっているが、年度の終わりまで一緒に

いさせてあげたい。一度、退所しないといけないという情報も子どもを産んで

から分かったことなので、早めに情報を教えていただけると嬉しい。 
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会長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市広報などを通じて情報発信を行っているが、より情報が届くようにしてい

かなければいけないと思う。11 月に申込みをスタートさせていただいている

のは、１年間の利用を事前に予約ができるようにするためである。以前は随時

申込みだったので、必要性が高くても待機していただくことがあったため、事

務改善したものである。なお、11 月を過ぎても申込みはいつでもできるので、

周知に努めたい。 

 情報提供を母子手帳交付時との意見をいただいたので、健康増進課と相談し

ながら希望が応えられるようにと思うが、母子手帳交付の際に既にたくさんの

資料を配布するので、何が効果的なのかは検討しながら判断するようにしてい

きたい。しかし、情報が届いていないことが分かったので改善していきたいと

思う。 

情報提供は大事に思う。妊娠中に必要な情報と、その後初めての子どもが生

まれた時に必要な情報があると思う。情報は公開されていても届いていないこ

とも良くある話に思う。情報を届けるための工夫は必要に感じる。 

 ３歳児からの無償化が始まって思うことだが、無償化が始まって３歳児から

保育園に入れたとしても、４・５歳児で幼稚園に入れたいという気持ちがあっ

ても子どもが保育園に友達が出来て、慣れている場合は慣れたのにまた新しい

環境に入れるのは抵抗があるように思う。３歳児の時に保育園に入れたらその

まま４・５歳児と保育園に通わせている方が多いと思う。無償化になったこと

によって幼稚園のニーズが減ったように思う。それでも幼稚園に入れたいと思

って預ける方もいると思うが、保育園に入れた後に幼稚園と思っていても実際

は行きにくいと思う。 

話は変わるが、出生数の推移を見ていると段々、下がっていくようになって

いて豊岡はすごく寂しいまちに思ってしまう。周りの市町は子育てに力を入れ

ているように思うが、もう少し市が頑張って、「ここで子どもを産みたい・育

てたい」と思ってもらえるような魅力あるまちにしてほしい。そうなるとまち

も賑やかになると思う。出産病院も増やしてもらいたいと思う。サービスはい

くつあってもいろんなニーズや育て方があるので、支援がなくなってしまった

というのは寂しいので、手厚くしていただきたい。 

 子どもにとってどうなのかということは悩まれる部分だと思う。地域に子ど

もが少ない場合、就労状況によって保育園か幼稚園に入れられることにより、

１学年１桁の施設もある。一方、様々な園から一つの小学校に入学してくるよ

うな地域もある。保護者によって感じ方は異なると思うが、子どもは適応能力

が高く、最初は少し頑張らないといけないが、すぐに慣れるので大丈夫と言わ

れる声も聴く。また、一番友達が多いところを選択して園に入られた話も聞く。

その時の保護者の気持ちが子どもに対する愛情だと思うので、どちらが良いと

か悪いとかはないと思うが、あと２年間転園させることがどうかという気持ち

はすごく良く分かる。豊岡の特徴としては、以前は５歳児だけ幼稚園に行かれ

ることが多かったが、少子化の中で選択に変化が起きているように思う。 



6 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

（２）報告事項 

事務局 

 

事務局 

 

 

 子育て支援に関しては、どの地区説明会でも多く意見をいただいた。特に例

を挙げられることは、医療費の関係をよく言われることがある。しかし、本市

の特徴として、運動遊びや英語遊びに関しては、どこの市町より力を入れてい

る。また、あまり知られていないかもしれないが、子育てセンターや図書館が

旧１市５町に配置されている。市民の方によって施策の重要度が異なると思う

が、市としては限られた財源やマンパワーの中で子どもの育成に重点を置いて

おり、決して他市町に劣っているとは考えていない。しかし、行っていること

に対しての周知はもっと実施していかないといけないと思う。 

子どもを産むところが少なくなってきている意見も多くいただくが、医師の

確保が困難な中にあっても、安心して出産していただけるよう、豊岡病院に周

産期医療センターで体制を整えている。 

ウ 2021 年度放課後児童クラブの量の見込みと確保状況について  資料４ 

小学校の統合に伴って放課後児童クラブが１つになることで、今後、竹野で

も例えば竹野小学校に中竹野小学校が集約されると竹野地域は移動に 30 分は

かかる場所があるので、各学校の状況を考えてそういうことも配慮しながら放

課後児童クラブの需要も多いと思うので、校区に１クラブではなく、地域性も

考えていただきたいと思う。 

放課後児童クラブは、原則、小学校区に１クラブとしているのは、小学校と

連携し協力体制を整えたいということが主な要因となっている。例えば、子ど

もが大きなケガをした、体調が悪くなったなどの状況になった場合、小学校の

養護教諭の先生に診ていただいて判断してもらっている。また、あってはなら

ないが、不審者が出た場合などは小学校と協力体制を取っているため、小学校

の敷地内、または隣接・近接している場所に設置する考え方で進めている。竹

野において小中学校が統合された場合、通学距離が遠くなるため、今後どのよ

うに進めていくか検討することにしている。どのような方法が児童にとって本

当に良いのかを考えていかないといけない。また、夏休みなど長期休暇の場合

は１日中児童をお預かりすることになるので、その時の対応など総合的に考え

ていく必要がある。竹野の問題点については、地元から要望もいただいている

ので今後、検討していきたい。 

エ 2021 年度豊岡市一般会計予算主要事業の概要について 

資料５-１・２・３ 

特に質問等なし。 

 

 

ア 小規模保育事業所の認可について         資料６-１・２・３ 

 特に質問等なし。 

イ 2021 年度特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業について 

（ア） 利用定員について                  資料７-１ 
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会長 

事務局 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

７   その他 

事務局 

 

 

会長 

（イ） 量の見込みと確保状況について            資料７-２ 

 量の見込みと確保状況について               

待機児童の見込みが 16 名という理解で良いか。 

その通りである。待機児童には国が定めている純粋な待機児童と潜在的な待

機児童の２種類がある。純粋な待機児童は 16 名の中のうち５名で、潜在的な

待機児童は 11 名となっている。３月１日時点の数字であるため、人数の増加

がある。 

2021 年度は３月１日の数字ということだが、2019・2020 年度の待機児童数

はいつ時点の数字なのか。 

待機児童数は同じ時点での比較をした方が分かりやすいので、2019・2020

年度も同じ３月１日現在で比較している。 

純粋な待機児童と潜在的な待機児童の違いは、潜在的な待機児童は、例えば

特定の保育所を希望して自ら待つことを希望されている保護者のこと。国が定

める待機児童には該当しない方を潜在的ということで分けている。 

１号の計画値と内定値に大きな差があるのだが、どのような理由なのか。 

数値を増やそうとか何か施策を打つことは考えていないのか。 

豊岡市の状況からいくと１号認定の選択が減ってきている。したがって、量

の見込みは年々減らしていくことになる。第２期豊岡市子ども・子育て支援事

業計画の計画期間内で段階的に減らしていく計画としている。 

 

（１） 次回の会議日程について 

 例年６月ごろに会議を実施している。団体の委員が変更になることもあるの

で、変更後に改めて連絡する。恐らく６月中旬頃になると思う。 

（２） その他 

その他に委員のほうから何かあるか。 

（特になし） 

これを持って本日の会議を終了させていただく。 

８ 閉会 副会長あいさつ 

 


